取扱説明書 


日立リビングサプライ 


保証書付 


保証書はこの取扱説明書の裏表紙についていますので、 
お買い上げの販売店の記入をお受けください。 


電子コント □ — J レ毛巧 


ェツチェルェム 3 6 0アール 

型式 HLM-360R 


家庭用 


このたびは、電子コント□—ル毛布をお求めいただき、まことにありがとうございました。 
この「取扱説明書」をよくお読みになり、正しくご使用ください。 

なお、お読みになった樹ホ、大切に保存し、必要なときお読みください。 


W W 掛敦 

I 両用 


掛けても、敷いて 
も使うことができ 
ます。 



繊維上の菌の増殖 
を抑制し、防臭効 
果を示します。 




足ほっとタイプ 

足元のヒーターを 
密にして足元をよ 
り暖めます。 

洗之る電気毛布 

ヒーターが入った 
まま手洗い（押し洗 
し、）がでさます。 


ク 













室温たンサー 


室温が変化してら、 
毛布の温度をお好 
みの設定温度に保 
つように自動調整 
します。 
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♦この電子コント□ール毛布は一般家庭用です。他の用途でのご使用はしないでください。 
思わめ事故の原因となります。 

•地震•乂災など緊急時や異常時には、直ちに電源プラグを抜さ、ご使用を中止してくださし、。 
♦この商品は、海外ではご使用になれません 。 For use in Japan only . 


2.3 

… .4 
•…4 

.…. 5 
.….6 
….7 
….8 
•9 

••10 

••10 

••11 

.••11 


票表紙 


裏表紙 














































安をのためがずお守り < だをい 


給表示に 
ついて 


この取扱説明書および製品への表示では、製品を安全に正しくお使いいたださ、あなたや他 
の人々への危害や財産への損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。 
その表示と意味は次のよラになっています。内容をよく理解してから本文をお読みください。 


A 危険 


この表示を無視して、誤った取扱いをすると、 
人び死 t または重傷を負う危険び差し迫って 
生じることが想定される内容を示しています。 


給表示の例 

A この記号は注意(危険 • 警告を含む） 
を促す内容びあることを告げる 
ものです。図の中に具体的な注 
意内容び描かれています。 


A この表示を無視して、誤った取扱いをすると、 

人が死 t または重傷を負う可能性び想定され 
~ ' る内容を示しています。 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、 
A 三±ゴ=人が傷害を負う可能性が想定される内容およ 
び物的損害のみの発生び想定される内容を示 
しています。 


0 この記号は禁止の行為であるこ 
とを告げるちのです。図の中や 
近傍に具体的な禁止内容が描か 
れています。 

〇 この記号は行為を強制したり指 
示する内容を告げるものです。 
図の中や近傍に具体的な指示内 
容が描かれています。 


A 危険 


「高」目盛で長時間使用しない。 

(低温やけどのおそれ） 


0 


低温やけどや脱水症状のおそれがある。 

比較的低い温度 （4 日〜6日ご）でも長時間皮膚の同じ 
場所に触れていると低温やけどのおそれびあります。 



次のようなかたはご注意を。 

• 乳幼児、自分で温度調節でさないかた、皮膚感覚の弱いかた。 
• テ供、年寄り、皮膚の弱いかた。 

• 眠気を誘う薬（睡眠薬、かぜ薬など）を服用されたかた。 
•深酒、疲労の激しいかた。 

• 糖尿病などの疾患のあるかた。 


r 低活やけど J について 

•一般のやけどは、皮ふの表層のみ 
ですが、「低温やけど」は、皮ふの 
深部におよびホくはれたり、水ぶ 
くれがでさるのが特徴です。こ 
のよラなとさは、直ちに専門医の 
診断をうけてください。 

•健康なかたでち高めの湿度で長 
時間ふれていると「低温やけど」 
をおこすことびあります。低め 
の溫度に調節して、使用してくだ 
さい。 


A 警告 1 

改造は絶巧にしない。 

サービスマン m 外の人は、分解したり V ^ 
修理しない。 

(火災-感電-けがの原因） 

修理はお買い上げの販売店または 
ご相談窓 □ ( P 11) にご相談ください。 

電源コードや差込プラグが傷んだり、 

コンセントの差し込みがゆるいとき t 

は使用しない。 

(感電-ショート-発乂の原因） 

丸めたり体に巻き付けて使用しない。 

(低温やけどのおそれ） 1 ^ 

V 

差込プラグはコンセントの奥まで 
しっかりと差し込む。 mm 

傭電 • ショ-卜•発煙 • 発火の原因） 

J 
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A 警告 1 

電源コードを傷付けたり、破損したり、 

加工したり、無理に巧げたり、引っ張っ 1 V 
たり、ねじったり、たばねたり、高温部 
に近づけたり、重いものを載せたり、は 
さみ込んだりしない。 

(電源コードび破損し、火災•感電の原因） 

使用中にしわがよることがあるので、 

1 日 1 回必ず本体を広げ、しわを伸ばす 。 W 

(折り重なった部分び高温になり、低温 
やけどのおそれ） 

瓜 

差込プラグのほこりなどは 
定期的にとる。 

(感電•ショート-発火の原因） 

交流 1 日 ovm 外では使用しない。 

(火災-感電の原因） 1 Xy 

船舶、自動車の直流電源や、 2 日 0V 電源 
で使用しない。 

発熱体を傷つけない。 yCN 

(内部のヒーターを傷つけ、火災•感電の 
原因） グ、^ 

接続プラグをなめさせない。 

傭電-けがの原因） 

乳幼児び誤ってなめないよラ注意してく ^ 

ださい。 

/がぐ猫IX 

カバーを取付けるときなど、本体にピンや 
針を刺したり、刃物で傷つけたり、アイ □ 

ンをかけたり、硬くて重いものを載せない。 

V 

接続プラグにピンやゴミを 

付着させない。 \ >J 

(感電•ショート-発火の原因） ^ 

J 


f A 注意 、 

差込プラグを巧くときは、電源コードを 
持たずに必ず先端の差込プラグを持つ W 
て引き抜く。 

(感電•ショート-発火の原因） 

コント n — ラーに水やお茶を 
こぼさない。 

(過熱のおそれ） 水めれ禁止 

万一こぼれたときは、直ちに使用を中止し、 

販売店の点検を受ける。 

犬や猫などのぺットの暖房用には使用 /CN 
しない。 v\J 

(ペットび本体やコードを傷め乂災の原因、 

思わめ事故のおそれ） 

アイ □ ン台のげわりに使用しない。 yCN 

(熱で本体を傷め、発火のおそれ） 

ナフタリンなどの防虫剤は使用しない 。 yCN 

(コント□ーラーを傷め、過熱の原因） 

V 

使用時 m 外は、差込プラグをコンセン ^ 

卜から抜く。 

(けがややけど、絶縁劣化による感電 • 差グ 
漏電乂災の原因） を抜< 

J 
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ほ用上のご注意 


f 么使用上の注意 、 

J こ、臓用のペースメーカーをご使用の場 

合は、本製 S の使用にちたごては、医 mw 

師とよくご欄 K ださい。 

本製品の動作がペースメーカーに影響を 
与えることびあります。 

コント□—ラーを落としたり、踏みつ 
けたりなどの強い衝撃を与えない。 1 X ; 

(故障の原因） 

強い電界を出す無線機の近くで使用し 

なぃ。 vN / 

(故障の原因） ^ 

/こ、臓病などで体を暖めることが好まし 
くないかたは使用しない。 

(思わめ事故のおそれ） 

使用するときは医師と相談してください。 

他の暖房器具や治療器具との併用はし /CN 

なぃ。 vXy 

(湯たんぽ、あんか、こたつ、他の電気 
毛布、敷毛布や治療器具などと併用すると、 

本体の局部過熱による故障ややけど、回 
路の誤動作の原因） 

巧類乾燥機-ふとん乾燥機の使用や 
通電しなが5の乾燥はしない。 V , V 

(ヒーターを傷めたり、故障の原因） 一 

ドラム式洗濯機で洗わはい。 / C \ 

(ヒーターを傷めたり、故障の原因） V V 

他の用途に使わない。 

(たたんで座布団、足温器、ひざかけ 

などは故障や事故の原因） 6 み^^ 

遵^^ 

コント □ —ラーを本体に入れて使った 
り、他の熱源のそばに置いたりしない。 V V 

(故障の原因） 

わ 心 -- ^ 


掛ふとんや普通の毛布などを部分的に /CN 
かけなぃ。 

(発熱体を傷めたり、事故の原因） ~ 

コードを乱暴に扱わない。 

(傷んだまま使うと、過熱し \ V 

てけびや銭の願） 胃 [ 

コント□-ラーとコネクター ^ 

のコード接続部を折り巧げたり、 

ねじったりしない。 

V 

f , > — 

J 


—知っておいていただきたいこと一 

■初めて使用ずるとき、少しにおラことがありまずが、使用にとちはいはくはりまず。 

■初めて使用ずるとき、本体を洗濯したとき、シーズシ始めは、温度が上がりにくいことがあり 
まず。 

づ投の寝具と同にように、本体が湿気を含んでいるためでず。2〜3日間、おやずみ前に温度調節 
目盛「高」で5〜8時間、毛布を暖めてください。湿気がとれ徐々に温度が上がってきまず。 

■室温が高いとき、「低 J 目盛では通電しはいことがありまず。 

■ラジオ、コードレス電話はどに雑音が入ることがありまず。 

本体やコント□-ラーから SOcmJ ^ ソ上離したり、コン t ントをかえたり、向きをかえたりしてください。 
■この製品は、 一) 臟應用でず。用には、お使いには5はいでください。 

■コシト□-ラー1巧动 H した電気毛布が外では使用できません。 
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各部のなまス 


コント □ —ラー 


醒調節 




室温センサー（内蔵） 

室温が変化してを、毛布の温 
度をお好みの設定温度に保 
つように自動調整します。 

温度調節つまみ（電源スイッチ兼用） 


指針 

温度調節つまみと連動し、 
温度調節目盛を指示します。 

電源ランプ 

通電時点灯します。 

本体側コード 


ネームプレート 

胸元表示 


接続プラグ 
電源コード 


差込プラグ 



本体とコント□— ラーを 
接続します。 


電子コント□ール毛巧の適温について 


おやずみのときは、寒くない程度（体温よりやや低く、さわっても暖かさを感じなし、） 
の目盛に」下で使用ずると、快適な睡眠が得5れまず。 

•電子コント□ール毛布は、やぐらこたつや電気あんかなど、からだを部分的に暖める局部暖房器具と 
は異なり、からだの周囲にほんのりと暖かい空気層をつくり、からだをつつみ、ここちよい睡眠びで 
きるようにした保温器具です。 
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巧用前の準備 


1本体をひろげる 


①本体の矢 EP 方向を胸元側にして、しわ 
がないよ5にひろばます。 


•本体に表裏はありませんので、コンセントに 
近い方にコネクターをちってさてください。 


2 お手持ちの掛ふとん 
をかけまず。 


①掛毛布としてお使いのとき 



③敷毛布としてお使いのとき 



※発熱体部分は、巻さ込まないでください。 


0コント□—ラーを接続する 


接続プラグの凸部にコネクターの凹部を 
含せて、根元まで確実に差し込みます。 

•コント□ーラーは、必ず専用のものを使用し 
てください。 
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裏返す 


差込プラグをコンセントに 
差し込む 


正しく配線された、交流1日日 V のコンセントに、 
根元までしっかりと差し込みます。 

コンセントの位置が、コネクタの反対側にある 
とさは、電気毛布を裏びえして使用してください。 



① 温度調節つまみを 「切」 から 「高」 側にスライド 
させると電源び入り、電源ランプび点好します。 

② 温度調節目盛を 「高」 に合わせます。 
※おやすみになる4□分〜]時間前に通電します。 


•快適におやすみになる温度は、寝具やねまさ 
の状態、体質などの個人差で異なりますび、 
温度調節目盛 r お」〜「2」 び適温です。 （ 「高」 
は予熱のとさ使用します） 


使用後はミ品度調節つまみを「切」にし、差込プラグを持ってコンセントか5抜く 


しまラとをは 


接続プラグをはずし、本体を軽くたたんで、 
ふとんなどの一番上にのせてください。 

(接続プラグをはずすとさは、本体側コードを持たずに 
必ず接続プラグを持ってはずしてください。） 


上手な使いかた 


◎予熱をします。 ◎ふとんは保温のよいものを使用します。 

おやすみになる前に目盛 「高」 で暖めてください。 乾いた厚手の大さめのふとんを使用してください。 

ふとんの中びほんのりと暖かくなり、ここちよく 保温性びよく、電気代の節約にもなります。 

おやすみになれます。 



3 寒くない程度まで 
温度調節目盛をさげる 




正しいほいかた 


コンセント 
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お手入れのしかた 


本体の洗濯 


使用中の巧れや、次のシーズンまで保管する場合に 
巧れび目立つとさは、次の手順で洗濯してください。 


本体はヒーターび入ったまま手洗い朋し洗い）びできます。 




■洗濯の手順 


手)先いの場台 


1準備をする 

参本体からコント□ーラーをはずします。 

•たらい、またはお槽に 3 crciu 下の水を入れ、洗濯用の中性洗剤 
をよく溶かします。（入お剤の入ったお湯は使用しないでください。） 
•コネクターを内側にして 
2つ折りにし、長い方を 
4つ折りにたたみます。 

2 洗ぅ 

参本体を押し洗いします。 

本体を両手で、たらいやお槽の底に押しつ 
けたり、持ち上げることをくり返します。 

•ひどい巧れの場合は、洗剤液をつくり直し 
て洗います。 

3 ずずぐ 

•「2」と同じ要領で、洗剤び残らないように、充分にすすざます。 
•静電気防止のために柔軟仕上剤を使用してください。 
•コネクターの内部をされいな水で再度すすざます。 




4 脱水す5 

•さお、またはミ谷槽のふちなどにか 
けて水をきります。 

•コネクターの開□部を必ず下にし 
ます。 

コネクタ 

乾燥ずる 

•曰当たりのよい場所に、さおに干 
して、充分に自然乾燥します。 


6 確認す5 

•乾燥したら本体を広げ、光にすかしてヒーターのよじれびないか 
確認します。 （1 0ページの「安全にお使いいただくための点検」参 
照） 





洗濯機を使用ずる場台 


•毛布洗いネットに必ず入れて洗濯して 
ください。 

•毛布洗いが可能な洗濯機を使用して 
ください。ただし、 ドラム式洗濯機で 
は洗わないでください。 （たたき洗い 
のため電気毛布内部のヒーターが洗濯 
槽と当たり生地やヒーターを傷めるお 
それがあります。） 

• 他の洗濯物と一緒に絶がに洗わないで 
ください。 

•使用する洗濯機と毛布洗いネットの取 
扱説明書を前もってお読みください。 

□ 準備をする 

•本体からコント□ーラーをはずします。 

•洗濯機に下の水を入れ、洗 
濯用の中性洗剤を溶かします。 

且洗ぅ 

参本体を毛布洗いネットに入れます。 


※コネクターび、本体の内側になるよ 


つにネットに納めます。 
•ファスナーまたは、ひもを確実にし 
めて、ウール洗いでさる目盛で洗っ 
て < ださい。 

♦本体び水といっしょに回るように水 
位を調節してください。 

B ずずぐ 

•洗剤び残らないように、充分にすす 
ざます。 

•静電気防止のために柔軟仕上剤を使 
用してください。 


•コネクターの内部をきれいな水で再 
度すすざます。 

Q 脱水ずる 

•脱水槽を使用する場合は、3日〜6日 
秒程度脱水します。 

且 乾燥-確認ずる 

•手洗いと同様に乾燥-確認をします。 
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ダニ退治のしかた 


毛布本体の温度を上がふとんなどから移ってきたダニを退治します。 


〇毛布本体を巧りたたむ。 



短いちを4つ 長い方を4つ折りに 

折りにします。 します。 


e ポリ袋に入れる。 



その他のダニ対策 

• ふとん類は、ダニ繁殖防止のため、こまめに 
日光干しをしたり、掃除機でダニを吸い取り 
ます。 

•毛布本体は、フケ、ホコリなどを取り除くため 
、シーズン初め、または終りには、必ず洗濯 
をして清潔にしましよう。 


0敷ふとんの上におき、 

掛ふとんをかける。 

コントローラーはふとんの外に置いてください< 

(1) 温度調節つま 
みを「ダニ退治」 

に合わせ\約2時 
間通電します。 

(2) —度掛ふとん 
をはがし、折りた 
たんだ毛布を裏 
返し、再度掛ふと 
んをかけ約1時 
間通電します。 


Q ダニ退治が終わったら毛布本体を 
取り出してしずかに広げ、掃除機の 
吸じん力を弱めにして、ダニの死が 
いなどを吸い取る。 

• ポリ袋は捨ててください。 




A 注意 


次のことは絶巧にしはい。（ヒーターを傷めたり、温度調節機能が正常に働かなくなる） 

-ドライクリーニシク-アイ□シがけ-ねじりしぼり 

-強制乾燥 （乾燥機の使用や、通電しながらの乾燥） 

-ドラム式洗灌機を使用した統濯-道具を使用ずる手洗い（洗濯板などの使用) 
-ダニ退治が外の J 斤りたたんだ状態での通電（発熱体を傷めたり、事故の原因） 


0 



ードのお手入れ 


巧れたときは、台所用中性洗剤をうすめ、布につけてふきとってください。 
※シンナー-ベンジンなどは使用しないでください。 


巧のシーズンまで巧管するとを 


’ A 注意 

\ 

ナフタリンなどの防虫剤は使用しない。 /Ov 

(コント□ーラーを傷め、故障の原因） 

V 



本体をよく乾燥させ、お手持ちの箱などに入れて、湿気の少ない場所に保管して<ださい。 
(コント□ーラーをなくさないようにを意してください。） 
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巧全におほいいただ < ための点検 


次のよラな場合は使用をやめてお買い上げの販売店に点検を依頼してください。 

I 使用前に次の異常 •コードの損傷（被覆のすりきれ、ひび割れ） 

があったとき •コント□—ラーの破損 

参本体のすりされによる発熱体の露出 
•発熱体のよじれや折れぐせ 

(広げて光に透かしてみるとねかります） 



使用中に次のよう 
な態になったと 
さ 


•差込プラグや接続プラグび異常に熱い•目盛「低」でも本体び異常に熱い 

•コント□ーラーや接続プラグから異常音び発生した 

•コント□ーラーに水をかけたり、高い所から落とした 

•暖まったり、暖まらなかったりする 

•電源ランプびついたり、消えたりする 

•取扱説明書どおり使用してち、不審な点びある 


♦故障したと思われるとき- 

故障した本体とコント□ーラーをお持ちのうえ、 
お買い上げの販売店にご相談ください。 


故障した毛布本体と、他の正常な電気毛布のコント □ 
ーラーを絶対に接続しないでください。故障して使用 
でさな < なります。 


巧盾かな？と思った6 


次のような症状のとさ、異常でないことがあります。下表を参考にしてをう一度確認してください。 


症状 

点検するところ 

処置のしかた 

•電源ランプが 

差込プラグはコンセントに差し 

差込プラグを確実に根元までコンセントに差し込ん 

点！なしない 
•暖か<な5な 

込まれていますか。 

で < ださい。 

接続プラグがコネクターに確実 

接続プラグをコネクターに確実に差し込んで<ださ 

い 

に差し込まれていますか。 

い。 


温度調節つまみは 「切」 になって 

温度調節つまみを好みの位置に合わせてください。 


いませんか。 

「低」〜「2」 び適温です。 （ 「高」 は予熱のときにご使 
用ください。） 


ご家庭のブレーカーは落ちてい 

温度調節つまみを r 切」 にして、差込プラグを抜い 


ませんか。 

てブレーカーを確認してください。 

•溫度が低い 

温度調節つまみの位置び 「お」 に 

室温び高いとき 「低」 では通電しないことびあります。 

•暖かく感じ 

なっていませんか。 

現在の設定より高めの目盛にしてください。 

ない 

本体に手を触れてを暖かく感じ 

本体を8〜16折りに重ね、 「高」 目盛で約10分間通電し 


ない。 

てください。本体に手を入れ暖かく感じると正常品です。 

確認後は必ず電源プラグをコンセントか6抜いてください。 


おやすみになる前に予熱通電を 

温度び上びるまでには多少時間びかかります。おや 


していますか。 

すみになる4□分〜1時間前に、温度調節目盛の 「高」 

に合わせ予熱通電し、寝具をあらかじめ暖めてください。 


コント □ ーラーびふとんの中に 

センサーび働き、温度び低くなります。コント□一 


入っていませんか。 

ラを而とんの外に出してください。 

•温度が高い 

温度調節つまみの位置び r 高」 の 

温度調節つまみを好みの位置に合わせてください。 


ままになっていませんか。 

「低」〜「2」 び適温です。 （ 「高」 は予熱のときにご使 
用ください。） 
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巧証と アフターサービス (化ずお読み < ださい) 


アフターヴービス等について、おわかりにな！5ないときは、お買い上げの，股売店かご相談窓 □ 
下記）にお問合わせください。 


_ 保証書は、必ず「お買い上げ曰•販売店名」等の記入をお確かめのラえ、販売 

〇保証書 店から受け取っていただき、内容をよくお読みの後、大切に保存してください。 


(票を祗についています。） 「保証期間はお買い上げの曰か！51年です。 


©修理を依頼される 
とさは|持込修理^ 


「安全にお使いいただくための点検」 （1 日ページ）、「故障かな？と思ったら」 
(1 日ページ）に従って調べていただき、なお異常のあるときは、ご使用を中止 
し、必ず差込プラグを抜いてから、お買い上げの販売店に修理をご依頼ください。 


保証期間中 


修理に際しましては保証書をご提示ください。 
保証書の記載内容に基づいて修理させていただきます。 


保証期間経過後 


修理によって機能が維持できる場合は\ご要望により有料で修理させていただきま 
す。 


©補修用性能部品の 
保有期間 


当社は、この電子コント□ール毛布の補修用性能部品を製造打ち切り後6年 
間保有しています。 

•補修用性能部品とは、その商品の機能を維持するために必要な部品です。 


0ご転居されるときは 


ご転居によりお買い上げの販売店のアフターサービスを受けられなくなる場合 
は、前ちって販売店にご相談ください。ご転居先での日立の家電品取扱店を紹介 
させていたださます。 


修理料金=技術料+部品代です。 


@修理料金のし<み 


技術料 

診断、部品交換、調整、修理完了時の点検などの作業にかかる費用です。技術者の 
人件費、技術教育費、測定機器などの設備費、一般管理費などび含まれています。 

部品代 

修理に使用した部品代金です。その他修理に付帯する部材等を含む場合を 
あります。 


ご相談窓口 


家電品についてのご相談や修理はお買上げの販売店へ 

なお、転居されたり、贈物でいただいたものの修理などで、ご不明な点は下記窓□にご相談くださし、。 


修理など アフターサービス に関するご相談は 
エコーセンターへ 

TEL 0120 —31 21 —68 
FAX 0120 -31 21 -87 

(受付時間） 

9:00〜19:00 (365 日） 


商品情報やお取り扱いについてのご相談は 
お客様相談センターへ 
TEL 0120 —8802— 28 
FAX 03—3260—9739 

(受付時間)9:00ぺ7:30/携帯電話、 PHS からもご利用できます。 
±曜•日曜•祝日と年末年始-夏季イ木暇など弊社のイ木日は 
イ木ませていただきます。 


保証期間中は 

修理に際しましては、保証書をご提示ください。 

保証書の記載内容に基づいて修理させていただきます。 

イ呆証期間が過ぎているときは 

修理によって機能が維持できる場合は、ご要望により有料で修理させていただきます。 

保証期間 

お買い上げの日から1年です。 


• 「持込修理」および「部品購入」については、上記ヴービス窓口にて各地区のサービスセンターをご紹介させていたださます。 

• お客様が製社にお電話いただいた場合には、正確にご回答するために、通話内容を記録(録音など)させていただくことがあります。 
• ご相談、ご依頼いただいた内容によっては弊社のグループ会社に個人情報を提供し対応させていただくことがあります。 

• 修理をご依頼いただいたお客様へ、アフターサービスに関するアンケート八ガキを送付させていただくことがあります。 

本書および本機の使用により生じた損失、逸失利益または第兰者からのいかなる請求についても当社では一切その責任を負いかねま 
すので、あ5かじめご了承ください。改良のため、仕様の一部を予告なく変更することがあります。また商品の色調は、印刷のため 
異なる場合もあります。あらかじめご了承ください。 








































仕様-性能 


せて頂く場合びございますので、ご了承ください。 

※印欄に記入のない場合は無効となりますから必ずご確認 
ください。 


1 . 保罰期間内でを次のよラな場合には有料修理となります。 

(イ)使用上の誤り、または改造や不当な修理による故障または損傷。 
(□: ) お買い上げ後の落下、引っ越し、輸送等による故障または損傷。 
(八)火災、地震、水害、落雷、その他の天災地変、公害や異常電 
圧による故障または損傷。 

に库両、船舶にとう載して使用された場合に生じた故障または 
恒但 

(ホ)業務用に使用されて生じた故障または損傷。 

(へ 体書の ご 提示び ない 場合。 

(卜)本書にお買い上げ年月曰、お客様名、販売店名の記入のない 
場合あるいは字句を書を換えられた場合。 


2. この商品について出張修理をご希望の場合には、出張に要す 
る実費を申し受けます。 

3. ご転居の場合は事前にお買い上げの販売店にご相談ください。 

4. 贈答品等で本書に記入してあるお買い上げの販売店に修理を 
ご依頼になれない場合には、ご相談窓□(が] ] ページ）にご 
相談ください。 

5. 本書は再発行いたしませんので紛失しないよう大切に保ちし 
てください。 

6. 本書は日本国内においてのみ有効です。 


•この保証書は本書に明示した期間、条件のをとにおいて無料修理 ^§理メモ 

をお約束するをのです。この保証書によって保罰書を発行している 
者（保証責任者）、及びそれ!;^外の事業者に対するお客様の法律上 

の権利を制限するものではありません。保証期間経過後の修理につ - 

いてご不明の場合は、お買い上げの販売店またはご相談窓口（が]] 丄ム — n _ し. I しか、一4、■レ* f — ノ 

ぺ-ジ)にぉ問合ねせくださぃ。 株式 E 社日 II リヒソクヴプフイ 

参保証期間経過後の修理や補修用性能部品の保有期間については取扱 干1 62-08 14東京都新宿区新ルリ附 6-29 (ァク□ポリス東京） 

説明書の「保証とアフターヴービス」（が 1 ]ぺージ）をご覧ください。 TEL 03(3260)96 11 

参 This warranty is valid only in Japan . fax .03(3260)9739 


<^00^00^0 c ^00^00^00^00^< x ^00^<><>^0<^00^0<^00^00^0<^00^00^ c ><>^ c ><>^<>^^< x >^< x ^0<^00^<><^<>0^00^0<^00^0<^0<^00^0<^00^00^0<^00^0 


型 式 

HLM -360 R 

定 格 

交ミ亢]日日 V 【己 0-60 HZ 共用】 75 W 

コード 

電源コード（ビニール） ].9 m 本体コード（ビニール） ].7 m 

毛布地材質（毛羽部分） 

ポ U エステル7日％、アクリル30% 

毛布 寸法 

たて約] 88 cm よこ約]4日 cm 

製品 質量 

約].已 kg (本体約 1.2 k 旨） 

コント□ー ラー 型式 

RHLM 131 


m 


盛 


表 巧 温度 


1時間当たりの消費電力量 


「局」 


約己3む 


約己 ] Wh 


rsj 


約4び C 


約 30 Wh 


※表面温度は室温20むで電気用品安全法に基づ < 測定値。 

※消費電力量は室温1びじで、厚さ約己 cm の掛ふとん、厚さ約己 cm の敷ふとん 
を使用し、人び入らない状態で8時間通電した場合の平均値。 


# 

:維評価技術協 S 
I 正番号1巨 P 07 

P 防臭加: 


(社)_繊維評価技術協議会 
認目正1 

巧扇防臭加工 

(繊維上の細菌の増殖を抑制し、防臭効果をおします。） 
剤名：天然有機系(キトサン化ち磯系铺4アンモニウム塩） 


愛情点検 


皇戶が;^、ィち田の inii で一!、， kn ~ II •丰た爪占描わ1 •電子コント□—ル毛布の補修用性能部品の 

•長年し便用の巧子〕 ノト □ ルモ巧の…、巧を. 保有期間は、製造打ち切り後日年です。 

の 


ご使用の際 
このよ 5 な 
ことはあり 
ませんか。 

参電源スイッチを入れても時々運転しないとさびある。 

•電源コードを動かすと通電したり、しなかったりする。 
♦差込プラグ、電源コード、コント□ーラーなどび異常に熱い。 
•こげ臭いにおいびする。 

•ヒーター配線の重なり J レープ状、折りぐせび生じている。 

参その他の異常や故障びある。 

f 

お 

願 

い 

故障や事故防止のため、コン 
セントから差込プラグをあい 
て販売店にご連絡 < ださい。 
点検-修理についての費用な 
ど詳しいことは、販売店にご 
相談ください。 


<^< X > S < X > So <^ 0 <^< X ^ O <>^< X > 8o <^ 0 <>|< X ：^< X ^< X >^< X > Soo | oO ^< X ：^ 0 <>^ 00800080000 ^〇〇 800 ^ CX ^ OC ^ OO ^ 0080080 O ^ OC ^ OO^O 

電子コント□—ル毛布保証書 I 持込修理 


型 

式 

HLM -360 R 

保証期間 

本体：1年 

※お買い上げ日 

平成 年月日 


ご住所 
ご芳名 




様 


保罰期間内に取扱説明書、本体ラベル等のを意書さにしたびつ 
て正常な使用状態で使用していて故障した場合には、本書記載 
内容にをとづさお買い上げの販売店び無料修理いたします。 
お買い上げの曰から左記の期間内に故障した場合は、商品と本 
書をお持ちいたださ、お買い上げの販売店に修理をご依頼くだ 
さい。なお、商品をお買い上げの販売店（修理申出先）やメー 
カーへ送付した場合の送料等はお客様の負担となります。 
お客様にご記入いただいた保証書の写しは、保罰期間内のヴー 
ビス活動及びその後の安全点検活動のために記載内容を利用さ 


ii 


所名 
ま ^占 


※販売店 


1105-01 

















































